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 SNS の一種である LINE において,	 既読無視は非難の対象となり,	 ユーザ間の
コミュニケーションにおいていじめ等のトラブルを招く.	 既読無視の原因とし
て,	 ユーザが忙しく返信時のコスト（返信内容を考えるために用いるコスト及
びシステム操作を行うために用いるコスト）を避けようとすること,	 ユーザ同
士が不仲であること,	 が挙げられる.	 そこで,	 1つ目の原因に対し,	 インタフェ
ースデザインの点からアプローチを行う.	 	 
	 既読無視の発生を抑えるため,	 本研究は,提案するインタフェースが,	 返信
時のコストを軽減し,かつ,	 ユーザに肯定的に受け入れられることを目的とす
る.	 そこで,	 メッセージの送受信（やり取り）での次のメッセージを読み進め
る操作に関連づけて,	 相手からのメッセージに対して,	 自身がどう感じるのか
を相手に伝えるイラスト付きのボタン（イラストボタン）を選択するというイ
ンタフェースを提案する．このインタフェースの導入により,	 次のメッセージ
を読み進めるための操作自体は１クリックという低コストに抑えた上で,	 相手
からのメッセージを読み飛ばしたのではないことを相手に明に伝え，結果とし
てコミュニケーション不全の軽減に寄与できると期待できる．	 
	 評価実験の結果, イラストボタンは返信時のコストである時間と打鍵数を軽
減した. また, 高校生被験者の約70%がイラストボタンを必要と感じた. 同時に, 
イラストボタンの使用を受信者が歓迎すると示唆する内省報告を得た. そして, 
イラストボタンの有るインタフェースは, グループでのやり取りを良好にする
と示された. さらに, 社会的場面で当惑する傾向の高い高校生被験者が, イラス
トボタンの有るインタフェースにより既読無視をすることが減少したと感じる
と示された. よって, イラストボタンの有るインタフェースは, 返信時のコスト
を軽減するだけでなく, 高校生ユーザに必要とされ, コミュニケーションに不
安意識を持つユーザに対しコミュニケーションへの参加を促す. 
 
